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〔 方法および結果 〕 
研究１. 密封式足浴が中年期健康者の快適感、自律神経系および精神神経免疫活性に及ぼす急性反応および生理学的
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指標の有用性 
 被験者は 45-56 歳の健康者をブロック無作為化によって実験群（n＝7、50.6±2.9 歳）と対照群（n＝6、50.5±4.7
歳、男性３名、女性３名）に割り付けた。実験群は足浴前 20 分臥床、足浴に約 30 分（浸浴 20 分）、足浴後 30 分臥
床を、対照群では 80 分間を依頼した。自律神経活性の評価にウェーブレット変換による秒単位の心拍変動解析、主
観評価に Visual Analog Scale（VAS）、神経免疫学的指標として唾液中の分泌型免疫グロブリン A（sIgA）、NK 細胞
活性（NKCA）、血清コルチゾールを用いた。心電図は 80 分間モニタリングし、その他の指標は、足浴 20 分前と足
浴 30 分後にサンプリングした。その結果、前後比較（Paired t-test）において実験群では、VAS は快、リラックス
した方向に有意に変化し、sIgA は有意に増加した。また。両群ともに血清コルチゾールは有意に減少し、NKCA は
ほとんど変化がなかった。心拍変動では足浴前を基底値として Dunnett's test を行い、両群で高周波（HF：0.15-0.4 
Hz）成分が上昇、低周波（LF：0.04-0.15 Hz）/HF 比は、浸浴/足浴後に有意に減少した。 
研究２. 末期がん患者の快適感を導く密封式足浴の有用性に関する研究 








浸浴 20 分間を除き、足浴前に比べて僅かに増加に留まり、対照群も含め有意な変化は認められなかった。 
〔 総 活 〕 
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襲性の低い唾液中コルチゾールと sIgA 濃度の測定の同時計測は、VAS を用いた快適感のレベルの主観評価に対応す
るタイムリーな応答が確認でき有用であると考えられた。特にウェーブレット変換による心拍変動解析は、心理変化
に基づく自律神経系活性を客観的に評価する有効な指標であると考えられた。 
 研究２は末期がん患者に密封式足浴を行い、快適感の主観評価および主観の申告を裏づける自律神経系、内分泌系、
免疫系の生理学的指標による急性反応より末期がん患者の快適感に与える影響について検証することを目的とした。
末期がん患者に行った密封式足浴は、交感神経系活性を低下させ、唾液中コルチゾール減少傾向、sIgA の増加が認め
られた。以上のことから、末期がん患者の快適感を導く上で密封式足浴の有用性が示唆された。 
 以上の２つの研究をもとに、密封式足浴が末期がん患者の快適感を導く看護ケアとして検証を行ったことは、今後
の末期がん患者に対する補完療法として活用できるという医療的にも、社会的にも意義を持つものであり、博士の学
位を与えるのにふさわしいと考える。 
